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   〇先輩たちとわいわい楽しくつきあえる 
   〇気が強い （特に女子に見られる傾向） 
   〇「自己中」と思われることがあってもでしゃばる 
〇自分の意見をはっきりと伝える。 
〇モテる（恋人がいる人と比例している） 
〇クラスを仕切る     
〇女子の強い子はかわいいかかわいくないかは別として、努力をしている 
 髪を染めている 制服もスカートは短く、好きなブランドを持っている 
〇バイトしている 
〇学校活動や行事に積極的である 
   〇ダンスやバンドなど音楽的なものに積極的である 





   〇成績もあまりよくない 







































































2008 年 6 月の東京秋葉原で、17 人無差別連続殺傷事件があった。犯人のＫ青年は、ネッ
トに次のように書き込んでいる。45 
   「一人で寝る寂しさはお前らにはわからないだろうな」 
























































































    それをお母さんに知られたのが恥ずかしくて 
    もし そんな自分が嫌われたらどうしようと考えたら 怖くて 怖くて 
    そんな自分を知られたくなくて 必死に虚勢を張って 隠そうとして 
    そんな自分が もっと情けなくて 恥ずかしくて 
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